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問 題
「物事に几帳面に取り組むといった自発性の原動力と
なる強迫性格を持つ者が，他者の評価を気にして，過度
に褒められようとしたりためらいがちになったり，何で
も自分だけでうまくやろうとした時に起こる状態」。こ
の定義を読んで，どれだけの人が過剰適応（over-
adaptation）という用語を思い浮かべたであろうか。
この「強迫性格を持つ者が，他者評価を意識する状況
で生起する状態」，すなわち過剰適応を測定するために，
水澤・中澤（2010）をもとに作成された尺度が，成人用
過剰適応尺度（Over-Adaptation Scale for Adults；以下
OASAS）である。この尺度は，他者評価にかかわる側
面である「評価懸念」「多大な評価希求」「援助要請への
躊躇」と「強迫性格」の 4下位尺度，各 5項目の計 20
項目で構成されている（Figure 1）。
第 1の「評価懸念」とは，周囲の評判を気にして自制
的になることで，「他人の目を気にして，のびのび出来
ない」といった質問項目で構成されている。第 2の「多
大な評価希求」は，人に褒められようとしたり，認めて
もらおうとすることで，「人より高い評価を得ないと気
が済まない」他の質問項目から成る。第 3の「援助要請
への躊躇」は，援助を求めることへのためらいで，「暇
そうな人がいても，遠慮して手伝って欲しいとは言えな
い」などの質問項目となっている。第 4の「強迫性格」
は，強固な達成動機と几帳面さにかかわる性格特性で，
「中途半端な仕上がりでは我慢出来ない」他の質問項目
から成る。
また OASAS は，精神健康調査票（The General Health
Questionnaire ; Goldberg, 1978；以下 GHQ）や，共同性
・作動性尺度（Communion-Agency Scale；土肥・廣川，
2004；以下 CAS）との関連，職場不適応中の臨床群と
健常社会人群との弁別可能性から，構成概念妥当性が検
証されている。具体的には，身体的症状から精神的症状
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抄録：これまで，テキストマイニングにより過剰適応の人物像を検討した研究は見当たらない。そこで，構
成概念妥当性検討の一環として成人用過剰適応尺度（OASAS）の尺度項目から想起，自由記述させた人物
像の分析を，テキストマイニングの手法を用いて行った。その結果，OASAS 得点から得られた過剰適応タ
イプの全てに，過剰適応の特徴を示す単語および文章の記述が見られたため，尺度の構成概念妥当性が担保
されたと考えられた。
また，過剰適応タイプ毎に想起する過剰適応像に違いが見られ，（1）「強迫低・他者低」群（「強迫」は強
迫性格，「他者」は他者評価にかかわる側面のこと）では比較的穏やかな過剰適応的人物像を，（2）「強迫高
・他者低」群では過剰適応の良い側面を反映した人物像を，（3）「強迫低・他者高」群では過剰適応の悪い
側面を表出した人物像を想起していた。さらに，（4）「強迫高・他者高」群では，自発的，積極的に仕事に
取り組む一方，他者からの評価を強固に求めるために精神的に破綻することもある，成人の過剰適応の定義
に最も合致するような人物像が想起されていた。最大限過剰適応的な人物の特徴を思い浮かばせているにも
かかわらず，過剰適応得点が低い人は過剰適応が弱い人物像を，高い人は強い人物像といった自身の過剰適
応傾向が，想起する人物像に反映されるという興味深い結果となった。
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Figure 1 成人用過剰適応尺度（OASAS）の因子モデル
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まで心身の健康度を広く評価する GHQ と，OASAS の
強迫性格を除く 3下位尺度とに正の相関関係が見られた
ことから，過剰適応の他者評価にかかわる側面と，心身
の不適応とは関連があることが示された（Mizusawa,
Dohi, & Nakazawa, 2012）。
CAS は性格特性の 1つであるジェンダー・パーソナ
リティの肯否両側面を測定するもので，CAS の否定的
な側面と OASAS の他者評価にかかわる側面を構成する
3尺度とに，正の相関関係が見られた。また，CAS の
肯定的な側面と OASAS の強迫性格とは正の相関関係が
見られたことから，他者評価にかかわる側面はネガティ
ブな性格特性を反映し，強迫性格はポジティブな性格特
性を反映することが示された（Mizusawa et al., 2012）。
さらに，職場不適応を起こした臨床群と健常社会人群
間で，OASAS 各尺度の平均値を比較したところ，臨床
群では，OASAS の 4下位尺度得点全てが健常社会人群
より有意に高かった。このことから，過剰適応は職場不
適応と関連があり，OASAS は健常群と臨床群との弁別
が可能であると同時に，弁別的妥当性を検討することに
より，構成概念妥当性の検証がなされている（水澤，
2012）。
そこで本研究では，これらとは異なる観点から尺度の
構成概念妥当性の検証を試みる。例えば，速水・木野・
高木（2005）では，実際は他者軽視傾向をたずねる尺度
が，想定する仮想的有能感を正確に反映したものになっ
ているかを検証するために，尺度の全項目に「よくそう
思う」と回答すると思われる人物像を，大学生 31名に
自由記述させた。その結果，80％以上の被験者が，他
者軽視，他者不信，自己中心性と同時に有能感を持つ人
物を推測した。推測されたこれらの特徴が，速水他
（2005）が想定する仮想的有能感が高い人物の特徴と合
致したため，尺度は仮想的有能感を測定していると見な
せるとしている。同様の方法を用いて本研究では，
OASAS が成人の過剰適応を反映したものとなっている
かの検討を行う。ただし，速水他（2005）では大学院生
2名の協議により，人物像の記述内容の分析および類似
特性の分類を行うのみであった。そのため，前述の「80
％以上の被験者」のような記述や，「他者軽視傾向を挙
げた被験者は 31名中 20名であった」といった，統計的
検定を用いない分析が中心となっている。また，多くの
調査対象者は，仮想的有能感を持つ人物を想定したもの
の，実際に有能な人物を想定した調査対象者がいたこと
が報告されている（速水他，2005）。しかし，後者の原
因については，現実的に有能なために，結果として他者
を低く評価することになったのかもしれないという推察
のみで，調査対象の有能さといった個人差との関連は実
際には検討されていない。
そこで，本研究では成人用過剰適応尺度（Over-
Adaptation Scale for Adults ; OASAS）の構成概念妥当性
検討の一環として，OASAS の尺度項目から想起される
人物像の検討を探索的に行う。その際分析には，これま
での過剰適応研究には用いられていない，テキストマイ
ニングおよびその結果を用いて対応分析を行う。三浦・
川浦（2009）によれば，テキストマイニングとはテキス
トを形態素（ほぼ単語に相当）に分割し，それをもとに
一定の手掛かりを検出する手法である。これは，従来の
評定者による分析に比して簡便で再現性が高く，少ない
労力と統一的な視点からの分析および，分析の質の向上
を可能にしたといわれている（松村・三浦，2009）。ま
た，想起する人物像には個人差が反映されることが考え
られるため，OASAS 得点から得られる過剰適応タイプ
に着目し，それぞれのタイプ毎の過剰適応像の特徴につ
いて検討を行う。
方 法
調査の実施と対象者
2012年，関西の 4年制女子大学の 2年生を対象に，
半期 15回の必修科目授業内に 2回実施した。授業時間
内に質問内容を提示し，授業補助サービスサイトにオン
ライン提出させた。第 1回目の調査では，過剰適応的人
物像に関する自由記述を 81名から回収し，後日第 2回
目の調査では，過剰適応傾向に関する成人用過剰適応尺
度（OASAS）への回答を 72名から回収した。分析は，
第 1回，第 2回共に回答している 72名を対象とした。
記述内容と成績評価とは関係がないことを明記した。
調査内容
（第 1回目）
1．過剰適応的人物像について ここでは，速水他
（2005）が採用した手法を参考にした。速水他（2005）
は調査対象者に仮想的有能感尺度への回答を求めた後，
全項目に「よくそう思う」と答える人の人物像を自由記
述により求めている。本研究では，人物像への影響を回
避するため，尺度への回答は後日行った。第 1回目で
は，以下の 20項目全てに「かなり当てはまる」と答え
る人物を想像し，出来るだけ詳細に記述させた。尺度項
目は，人物像を想起しやすくするため，通常の尺度順と
は異なる因子毎に並べ（Table 1），項目 19のⓇは逆転項
目であることを説明した。
Table 1 成人用過剰適応尺度（OASAS）項目（因子順）
1 人からどう思われているか心配だ
2 自分の言動が，周囲の反対にあわないか気になる
3 周りの機嫌を損ねないように，顔色をうかがう
4 他人の目を気にして，のびのび出来ない
5 仲間外れにならないように，自分を抑えている
6 人より高い評価を得ないと気が済まない
7 周りから一目置かれたい
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（第 2回目）
2．過剰適応傾向について 成人用過剰適応尺度
（Over-Adaptation Scale for Adults ; OASAS）に回答させ
た。尺度項目は，第 1回目の因子順と異なり，通常質問
紙の順序で示した。「全く当てはまらない」「あまり当て
はまらない」「やや当てはまる」「かなり当てはまる」の
4段階評定で，得点が高いほど過剰適応傾向が強いこと
を示す。
結 果
1．記述統計
成人用過剰適応尺度（OASAS）の平均値，標準偏差
および中央値を記す（Table 2）。
2．過剰適応的人物像の分析
テキストマイニング 本研究では，テキストマイニン
グの前処理にあたる，テキストデータから語を抜き出し
頻度を集計する部分には，フリーソフトウェアの Tiny
Text Miner（TTM；松村・三浦，2009）を用いた。それ
をもとに，後に統計ソフト（SPSS）を用いて対応分析
を行った。
TTM を用いた形態素解析により，過剰適応的人物像
に関する回答中の品詞（名詞，動詞，形容詞）の出現頻
度を算出した。最初に，同義異表記（Table 3），同義語
（Table 4）を同一語として合算したところ，495語であ
Table 2 成人用過剰適応尺度（OASAS）の平均値，標
準偏差および中央値（n＝72）
平均値 標準偏差 中央値
他者評価にかかわる側面
（評価懸念＋多大な評価希求
＋援助要請への躊躇）
強迫性格
35.5
11.9
（6.0）
（2.1）
36.0
12.0
Table 3 同義異表記リスト
真面目 ― まじめ
心配性 ― 心配症
人 ― ひと
窺う ― うかがう
見せる ― みせる
Table 4 同義語リスト
周り ― まわり ― 周囲
他人 ― 他者
思う ― 思える
子 ― 子ども ― 子供
自分 ― 自分自身
上手い ― 上手
失敗 ― ミス
抱える ― 抱え込む
完璧主義 ― 完璧主義者 ― 完璧
責任 ― 責任感
人 ― 人間 ― 人物
内気 ― 内向的
内面 ― 内面的
任す ― 任せる
悲しい ― 悲しみ
疲れ ― 疲れる
表面上 ― 表面的
見栄 ― 見栄っ張り
考え ― 考え方
服 ― 服装
頼り ― 頼る
溜める ― 溜め込む
目 ― 人目
ストレス ― 精神的ストレス
努力 ― 努力家
関わり ― 関係
Table 5 過剰適応的人物像に関する自由記述文に
おける頻出語
頻出語 文書頻度 出現比率（％）
自分
気
周り
プライド
評価
完璧主義
仕事
目
真面目
上手い
抱える
恐れる
ストレス
頑張る
ミス
良い
負けず嫌い
几帳面
努力
責任
強がる
こなす
世間体
41
30
28
22
12
12
10
10
9
9
7
7
6
6
6
6
5
4
4
4
3
3
3
56.9
41.6
38.8
30.5
16.6
16.6
13.8
13.8
12.5
12.5
9.7
9.7
8.3
8.3
8.3
8.3
6.9
5.5
5.5
5.5
4.1
4.1
4.1
8 相手から褒めてもらえることをまず考えてしまう
9 見下（くだ）されないように，背伸びをしている
10 人に気に入られることが何よりも大事だ
11 暇そうな人がいても，遠慮して手伝って欲しいと
は言えない
12 相手の迷惑になりそうで，頼み事が出来ない
13 他の人の仕事を増やすのは申し訳ないので，何で
も自分でする
14 人に何かを頼むと，自分の能力のなさがばれてし
まう
15 人に甘えたら，弱い人間だと思われる
16 中途半端な仕上がりでは我慢出来ない
17 何かを犠牲にしても仕事を優先する
18 何でも自分でしないと気が済まない
19 仕事をいい加減にすることがあるⓇ
20 いくら大変でも，その日のうちに出来ることはそ
の日のうちに済ます
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った。そのうち，全体の出現頻度 7％以上の 34語を抽
出した。この比率は分析対象語の個数を確保するために
設定した。その後，単独では意味を持たない単語「す
る」「思う」「ある」「ない」「なる」「いい」「いる」「や
る」と，「○○な人」といった人物像を指す「人」「タイ
プ」および指示代名詞を除外し，最終的に 23語を頻出
語とした（Table 5）。
過剰適応タイプの分類 過剰適応的人物像の自由記述
および，過剰適応傾向を測定する質問紙（OASAS）の
双方に回答した調査対象者（n＝72）を，OASAS の強
迫性格得点，他者評価にかかわる（評価懸念＋多大な評
価希求＋援助要請への躊躇）得点の中央値（Table 2）
を基準に 4つのタイプに分類した。これは，OASAS が
強迫性格にもとづくポジティブな側面と，他者評価にか
かわる 3尺度にもとづくネガティブな側面から構成され
ていることから，（1）強迫性格，他者評価にかかわる側
面共に低い群（「強迫低・他者低」群）22名，（2）強迫
性格は高く，他者評価にかかわる側面が低い群（「強迫
高・他者低」群）13名，（3）強迫性格は低く，他者評
価にかかわる側面が高い群（「強迫低・他者高」群）24
名，（4）強迫性格，他者評価にかかわる側面共に高い群
（「強迫高・他者高」群）13名とした。各群の平均値お
よび標準偏差を記す（Table 6）。
内容分析 過剰適応的人物像に関する記述中の名詞，
動詞，形容詞に着目して，調査対象者の過剰適応タイプ
との関連から検討した。テキストマイニングにより抽出
した 23語の頻出語に関して，過剰適応タイプで分類し
た 4つの属性カテゴリーにおける出現度数による対応分
析を IBM SPSS Statistics 20により行った。本研究では，
2つの軸の累積寄与率は 79.4％（第 1軸 54.0％，第 2軸
25.4％）で，ほぼ充分な累積寄与率が得られた。属性カ
テゴリーに関するカテゴリースコアと，単語に関するサ
ンプルスコアのプロットを示す（Figure 2）。
第 1軸は過剰適応の強迫性格の高低，第 2軸は過剰適
応の他者評価にかかわる側面の高低を弁別する次元と解
釈した。また，過剰適応タイプと頻出単語の布置状況か
ら，次のようなことが示された。まず，（1）「強迫低・
他者低」群では，「周り」「目」「気」「真面目」「良い」
「頑張る」といった過剰適応に関連する単語が，次のよ
うな文脈で使われている。「20代日本人サラリーマン。
Table 6 過剰適応タイプ各群の平均値および標準偏差
（1）強迫低・他者低群
（n＝22）
（2）強迫高・他者低群
（n＝13）
（3）強迫低・他者高群
（n＝24）
（4）強迫高・他者高群
（n＝13）
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
他者評価にかかわる側面
（評価懸念＋多大な評価希求
＋援助要請への躊躇）
強迫性格
30.5
10.7
（3.0）
（1.4）
30.5
13.9
（3.3）
（1.2）
40.0
10.6
（3.6）
（1.3）
41.2
14.3
（4.5）
（1.4）
Figure 2 過剰適応的人物像に関する過剰適応タイプと頻出語の対応分析
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それなりの大学を出て，そこそこの会社に就職してい
る。収入も平均。全部が平均。自分が平均以下だと落ち
着かない。真面目な性格」「いつも周りの目を気にして，
本来の自分が出せない。周りから大人しく，いい人と見
られる」「人から好かれようと頑張っている。しかし，
その頑張りが見え見えであまり人から好かれてはいな
い」。これらのことから，「強迫低・他者低」群では過剰
適応的人物は，真面目な頑張り屋で，集団の中で周囲の
目が気になる，ごく一般的な日本人像として，比較的穏
やかな過剰適応として捉えられている。
次に，（2）「強迫高・他者低」群では，「責任」「プラ
イド」「几帳面」「評価」「こなす」「ストレス」という過
剰適応に関わる単語が，「プライドが高い人，妥協しな
い人，付き合いがいい人」「いつでもしっかり仕事をこ
なしていると思われがちで，年上からの評価が良い」
「自尊心が強い人。人に頼ることが苦手で，何でも自分
でこなそうとしている」「几帳面でストレスや責任を誰
にも相談せずに，一人で抱え込んでしまうタイプだと思
う」といった文脈で使われている。以上のことから，
「強迫高・他者低」群では過剰適応的人物は，何でも自
力で解決しようとする独立独歩な面はあるものの，やる
気，モチベーションが高く，きちんと仕事に取り組むた
めに信頼される，過剰適応の良い側面を反映した人物像
として捉えられている。
また，（3）「強迫低・他者高」群では，「世間体」「ミ
ス」「恐れる」「完璧主義」「負けず嫌い」「上手い」とい
う過剰適応に関係を持つ単語が，以下のような文脈で使
われている。「小心者，世間体を気にする，人に嫌われ
るのが怖い，負けず嫌い，頑固，エリート思考」「常に
周囲の人の言動や考えを窺い，自分にも完璧主義を求め
るため，周りの行動を共にする人にも完璧さを求めがち
ではあるが，周囲の自分への評価が気になるため相手の
ミスや過ちを指摘することはできない」。これらのこと
から，「強迫低・他者高」群では過剰適応的人物は，周
囲からの評価を過度に気にするため，遠慮と委縮に支配
された，過剰適応の悪い側面を表出した人物像として捉
えられている。
最後に，（4）「強迫高・他者高」群では，「自分」「努
力」「強がる」「仕事」「抱える」という過剰適応とつな
がりを持つ単語が，以下のような文脈で使われている。
「仕事を生きがいにしている」「見た目で言うと流行の最
先端の服を着ていて，美容院にも頻繁に通い完璧な状態
を維持している。内面は仕事をたくさん抱えて常に時間
に追われて焦っているけど，上手くやりくりをしてこな
していける人」「人目を気にして本当の自分を出せない
完璧主義者である。人に評価されることを望み，そのた
めに努力を惜しまない。やると決めたことはやり，他人
に手助けをしてもらうことを恥じる人。鬱になりやす
い」。つまり，「強迫高・他者高」群では過剰適応的人物
は，自発的，積極的に仕事に取り組む一方，他者からの
評価を強固に求めるために精神的に破綻することもあ
る，成人の過剰適応の定義に則した人物像が想定されて
いる。
考 察
本研究では，成人用過剰適応尺度（Over-Adaptation
Scale for Adults ; OASAS）の構成概念妥当性検討の一環
として，OASAS の尺度項目から想起される人物像の検
討を過剰適応タイプをもとに行った。分析にはテキスト
マイニングを用いた。その結果，全ての過剰適応タイプ
で，過剰適応の特徴を示す単語および文章の記述が見ら
れ，尺度の構成概念妥当性が担保されたと考えられた。
さらに，過剰適応のタイプ毎に想起する過剰適応像に
違いが見られた。つまり，（1）「強迫低・他者低」群で
は比較的穏やかな過剰適応的人物像を，（2）「強迫高・
他者低」群では過剰適応の良い側面を反映した人物像
を，（3）「強迫低・他者高」群では過剰適応の悪い側面
を表出した人物像を，また（4）「強迫高・他者高」群で
は，自発的，積極的に仕事に取り組む一方，他者からの
評価を強固に求めるために精神的に破綻することもあ
る，成人の過剰適応の定義に最も合致するような人物像
が想起されていた。
また，自由記述であるにもかかわらず，想起された過
剰適応的人物像には一定の記述パターンがあることを示
す結果となった。つまり，最大限過剰適応的な人物像を
想起させているにもかかわらず，自身の過剰適応得点が
低い人は過剰適応が弱い人物像を，高い人は強い人物像
といった自己を基軸にした記述になっており，自身の過
剰適応傾向が，自己の記述する人物像に反映されるとい
う興味深い結果となった。これは，例えば文章完成法テ
スト（Sentence Completion Test : SCT）に自己の心理特
徴が反映されるように，人物像想起にも自己の傾向等の
影響が及ぶことを示唆した。
これまでテキストマイニングにより，過剰適応的人物
像を検討した研究は見当たらない。今回テキストデータ
を有効利用できたことで，今後成人の過剰適応をタイプ
別に検討するといった可能性につながることが期待出来
る。以降留意すべき改善として，一つは調査対象者の属
性である。学生は成人ではあるものの社会人とは異なる
立場にある。そのため，今後同様の調査を社会人を対象
に行う必要があろう。また，男性も調査対象とし，比較
検討することが望まれる。テキストのような定性的なデ
ータは，大量のデータ分析をしないと安定した傾向を見
出すのが難しいと言われており（松村・三浦，2009），
データの量を十分確保することも不可欠である。
また，逆転項目である「仕事をいい加減にすることが
７９テキストマイニングを用いた過剰適応像の検討
ある」に関しては，口頭での説明のみであった。そのた
め，混乱した調査対象者の存在が考えられ，記述による
提示に改善する。同義異表記リストでは，「真面目」と
「まじめ」や，「人」と「ひと」は同一標記とみなした。
しかし，過剰適応という傾向においては，漢字表記もし
くは平仮名表記にすることに何らかの意味があることが
考えられ，分析の際に考慮する。
人物像の自由記述では，「自分を含めた日本人の多く
に相当するであろう」という記述が幾つか得られた。過
剰適応は日本特有といったそれまでの知見に加え，水澤
・中澤（2012）では，海外における完全主義との類似性
を検討している。今後はテキストデータを用いて，国民
性や文化差にも注目した過剰適応研究も可能であろう。
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